
防災業務担務者　各位 　(一社)神奈川県経営者協会 防災問題研究会

 
第13回 災害対策本部の危機管理／シミュレーション演習 

　
　
　
　
　 　 　
　 　
　

　　　　　

【講　師】危機管理対策機構   事務局長 細坪 信二 氏

【日　時】 平成29年11月8日(水) 13:10-16:40

【場　所】 産業貿易センター7階 720会議室

【対　象】 防災･消防･保安責任者及び担当者 50名

【費　用】 研究会会員 ： 無料 （複数参加可）
防災委員    ： 無料（本人・代理人）

協会会員    ： 4,000 円/人（含む消費税）

非会員       ： 7,000 円/人（含む消費税）

・銀行振込　（横浜銀行本店当座0003333）

・郵便振替　（00210-7-2389）

・当日現金持参（領収書発行）

【締　切】 　H29年11月1日（水）

　定員になりましたら締め切りとさせて頂きます。

【申込法】 ・申込書をＦＡＸ、又はメールにて送付下さい。

・締切り後のｷｬﾝｾﾙはｷｬﾝｾﾙ料をご負担願います。

【申込先】 (一社）神奈川県経営者協会 　担当：河村/早坂

 〒231-0023 

 横浜市中区山下町２　産業貿易ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ7Ｆ

 TEL 045-671-7060,  FAX 045-671-7087

 E-mail ： kawamuray@kana-keikyo.jp

 H29年11月8日  災害対策本部のシミュレーション演習 申込書 　　　（FAX 045-671-7087）

　　平成　　　年　　月　　 　日　ＨＰ

           会社名 事業所名

〒

           申込者名

     参加者 　

　 　

上記の通り　　名参加。参加費　　　　　　円は、 イ）銀行振込、ロ）郵便振替、ハ）当日持参　致します。

いずれかに○印（防災問題研究会員・防災委員・会員・非会員）

 飛翔体落下への備えと対処・復旧 シミュレーション演習

 ～ ミサイル等の着弾を想定したシミュレーション演習 ～

住　所

TEL

所　属

ＦＡＸ

役　職氏　名

申込者所属

【
 
会
 
場
 
】
 

 富士山噴火の憶測が巷で聞かれますが、東日本大震災の教訓も踏まえ、正し
い情報に基づく可能性への備えは肝要です。火山性微動等のデータに基づく１
か月前の予測が期待されていますが、確かなことは言えないのが実情です。 

 東日本大震災を遡ること５年、平成１５年度より実施してきた大規模地震に

対する演習を基に、富士山噴火を想定した実践的な演習をを行い、首都圏事業

所対策本部の初動対応、事業再開に向けた対応の訓練を行います。 

【想定条件】・平日昼間の噴火・宝永噴火規模・太平洋側の山麓・西風・冬期 

      ・関西圏にも事業所展開   
【訓練内容】・３か月以内の操業再開を目指した訓練。 

 「カリキュラム（予定）」 
 

  13:00-13:30   オリエンテーション   
  13:30-14:30   影響想定訓練 
  14:30-16:30   シミュレーション演習 
  16:30-17:00   反省会・講評 
     

③ 

③：みなとみらい線 
  「日本大通り駅」 ③番出口より徒歩４分 

   （ 演習風景 ） 

【
 
会
 
場
 
】
 

 大規模地震、これに伴う津波、火山噴火、局地的短時間集中豪雨、等々、事
業活動に影響を与える自然現象に対して、影響を回避、若しくは最小限にする
リスク管理、事後に備える危機管理、双方の充実をこれまで行ってきました。 

 しかし近年、ミサイルの着弾という自然現象ではない災害の要因が我々を取

り巻く環境で顕在化しており、更にこの要因は未経験でもあります。 

 災害は現実とならないことが最良でありそう願うばかりですが、願うばかり

で備えを怠る事は、現実から目を背ける事となります。 

 講師をお願いした危機管理対策機構事務局長の細坪信二氏は、既にミサイル
着弾を想定した講演・演習を各所で実施されております。 

【実施内容】・細坪講師からの講演。 
      ・ミサイル着弾のケースを複数想定したシミュレーション演習。

 「カリキュラム（予定）」 
 

  13:10-13:30   オリエンテーション   
  13:30-14:10   講演 
  14:10-16:30   シミュレーション演習 
  16:30-16:40   反省会・講評 
     

③ 

③：みなとみらい線 
  「日本大通り駅」 ③番出口より徒歩４分 

   （ 演習風景 ） 
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